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本章の□1 の４つの将来都市像を実現するため、６つの分野別の方針を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野 主な内容 

１ 土地利用 
 低・中層が調和した住宅地の形成 

 住宅と農業・商業・工業が共存した住宅地の形成 

 様々な都市機能が複合した商業・業務地区の形成     など 

２ 市街地の整備・保全 
 木造住宅密集地域の改善 

 区役所移転、スポーツランド周辺の新たなにぎわい創出 

 駅周辺での都市機能の充実              など 

３ 住環境 

 耐震、空き家、防犯対策 

 公共施設の適正配置 

 スポーツの推進、医療・福祉の充実 

 地域コミュニティの活性化              など 

４ 交通体系 
 都市計画道路整備、都県境橋梁整備、鉄道連続立体交差化 

 メトロセブン構想推進、バス交通のネットワーク化 

 歩行者空間の充実と自転車走行環境のネットワーク化  など 

５ 都市 
環境 

□1  水とみどり 
 公園や水辺を活かしたにぎわい創出と魅力発信 

 身近な公園の確保 

 区民との協働による農地の保全            など 

□2  景観 
 水とみどりや歴史文化など景観資源の観光活用 

 区民との協働による景観まちづくり          など 

□3  環境 
 低炭素まちづくり 

 自然共生のまちづくり                など 

６ 防災 

□1  防災 
 スーパー堤防整備と地震に強いまちづくり 

 複合災害への対応                  など 

□2  復興 
 大規模災害時の復旧・復興プロセスの検討 

 復興まちづくりの手法や進め方の検討         など 

都市像実現のための方針 ２ 

１ 地域の魅力が人をつなぐ「活力交流都市」 

２ 温かな地域コミュニティが支える「生涯生活都市」 

３ 水とみどりが暮らしに憩いを与える「快適環境都市」 

４ 災害に強く、回復力のある「安全安心都市」 

＜４つの将来都市像＞ 

1 土地利用 

３ 住環境 

５ 都市環境 

６ 防 災 

＜６つの分野別の方針＞ 

４ 交通体系 ２ 市街地の整備・保全 


